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令和８年５月  

News Release 

       

   県下商工会と一体となり 

小規模企業の支援を行っています  

【令和８年４月期 小規模企業景気動向調査報告書】                       

本会では、県下商工会地区内小規模企業の景気を把握するため、商工会の経営指導員に協力依

頼し、小規模企業景気動向調査を毎月実施しています。 

このたび令和８年４月期の調査結果がまとまりましたので報告します。 

 

１ 調 査 概 要 

（１）調 査 時 点 令和８年４月 30 日 

（２）調 査 対 象 県下 35 商工会（うち 35 商工会より回答）【回収率 100％】 

（３）調査対象業種 製造業（食料品・繊維工業・機械金属）、建設業、小売業（衣料品・ 

          食料品・耐久消費財）、サービス業（旅館・洗濯・理美容）の 10 業種 

（４）調 査 方 法 商工会の経営指導員に対するアンケート方式 

（５）集 計 方 法 質問項目(業況､売上､仕入単価､採算､資金繰り)の｢好転･増加･上昇｣ 

         とする数値からそれぞれ「悪化・減少・低下」とする数値を引いた値 

２ 概 要 （トピックス）  

【原材料価格上昇や資材調達難、人手不足等の影響が広がり、全業種で業況が悪化する中、

金融相談も増加傾向にある】 

産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は-34.1（前月-25.5、前年同月-28.8）で、

前月比 8.6pt 悪化した。製造業、建設業、サービス業で大きな悪化がみられる。前月に続き、

中東情勢を背景とした原材料価格の上昇や資材の調達難、人手不足等の影響が各業種でみら

れ、採算面への影響や受注対応への制約等が生じている。 

 

【製造業】 

業況は-35.2（前月-24.8、前年同月-30.5）と前月に比べ 10.4pt 悪化した。銅や石油由来原料

の高騰、包装資材の入手難等が広くみられる。繊維工業ではエネルギーコスト増と原材料高

騰が重なり売上減少の声があるほか、設備投資後の金利上昇に伴う採算悪化もみられる。 

【建設業】 

業況は-42.9（前月-28.5 前年同月-28.6）と前月に比べ 14.4pt 悪化した。塗料や溶剤等の石 

油化学製品の価格上昇や調達難がみられる。見積後の価格転嫁が困難な事例があり採算面の 

圧迫が生じているほか、受注はあるものの人手不足による受注制限の事例も確認されている。 

【小売業】  

業況は-37.1（前月-35.2、前年同月-39.1）と前月に比べ 1.9pt 悪化した。食料品では仕入価

格の上昇や石油由来容器の価格高騰・入手難が商品価格へ影響し、買い控えが生じている。 

【サービス業】  

業況は-20.9（前月-13.3、前年同月-17.2）と前月に比べ 7.6pt 悪化した。旅館業では値上げ

が進まず利益が圧迫され、洗濯業や理美容業でも材料費や燃料費上昇の影響がみられる。 

 

３ 本調査に関する問合せ 静岡県商工会連合会  産業振興課℡054-255-9811〔担当：増田・片平〕  
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＜経営指導員コメント抜粋＞  
【製造業】（食料品製造業・繊維工業・機械金属業）  

・機械や設備の更新が必要な事業者では、借入を行ったものの、金利の上昇や物価高騰に伴

うコスト増加により採算性が悪化している。（伊豆） 

・機械金属では需要増加に伴い銅の価格高騰が顕著であり、制御盤やアース端子等の銅を使

用する部品への影響が大きい。（富士駿東） 

・食料品では中東情勢による影響で包装資材の入手が難しくなっている。（中部） 

・ポリエステルやナイロン等の石油由来原料の価格上昇が収益を圧迫している。（中東遠） 

・繊維工業のうち織物業では、重油やガス、電気代の上昇により製造コストが増加している。

特に染色や乾燥工程では燃料を多く使用するため影響が大きい。また原材料や物流費の高

騰、材料の入手難等も重なり、売上は減少傾向にある。（西遠） 

【建設業】  

・中東情勢の影響により、主要原料は３割、シンナー製品は７割の値上げとなっており、今

後の価格動向や材料調達に対する危機感が高まっている。（伊豆） 

・塗装業では有機溶剤の価格高騰や入手難により、受注に支障が生じている。（富士駿東） 

・資材価格高騰で見積後の価格変更が難しく、依頼はある一方採算が圧迫されている。（中部） 

・塗装で使用する塗料や溶剤等の石油化学製品の価格上昇が収益を圧迫している。（中東遠） 

・電気工事業では受注は安定しているが、人手不足で新規受注を断るケースもある。（西遠） 

【小売業】（衣料品小売業・食料品小売業・耐久消費財小売業）  

・衣料品では気温の上昇に伴い、婦人服の動きが出始めている。（伊豆） 

・食料品では中東情勢の影響により、樹脂製容器等の石油由来消耗品の高騰や入手難が商品

価格に影響している。（富士駿東） 

・原油価格高騰で仕入価格は上昇しているが、前月比で業況に大きな変化はなかった。（中部） 

・食料品では各種商品の価格改定が進む傾向にあり、物価やエネルギー高騰に伴い消費者の

買い控えが生じている。（中東遠） 

・耐久消費財では仕入単価上昇で売上が増加しており、採算は変わらない状況である。（西遠） 

【サービス業】（旅館業・洗濯業・理美容業）  

・旅館業では宿泊客数に差がみられ、全体としては昨年並みである。人手不足により客数を

制限する旅館もみられる。（伊豆） 

・旅館業では値上げが進まず、物価高騰で利益が圧迫されているとの声があった。（富士駿東） 

・洗濯業では原油価格の高騰によりコストが上昇し、採算性が悪化している。（中部） 

・理美容業では新生活シーズンで売上はやや上昇したが、材料費や経費の上昇により採算は 

 厳しい状況がみられた。（中東遠） 

・休業を余儀なくされていた中国人観光客向けのホテルが５月より営業を再開予定であり、 

 日本人宿泊客の受入れも開始している。（西遠） 

R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10 R7.11 R7.12 R8.1 R8.2 R8.3 R8.4

DI値（製造業） -30.5 -33.3 -35.2 -29.5 -20.9 -21.0 -21.0 -17.1 -14.3 -17.1 -21.0 -24.8 -35.2

DI値（建設業） -28.6 -28.6 -28.6 -20.1 -17.1 -5.7 -11.4 -14.3 -22.8 -14.3 -14.3 -28.5 -42.9

DI値（小売業） -39.1 -39.1 -35.2 -36.2 -27.6 -23.8 -25.7 -30.5 -38.1 -35.3 -32.4 -35.2 -37.1

DI値（サービス業） -17.2 -27.6 -23.8 -24.8 -8.6 -17.1 -6.7 -6.7 -10.5 -13.3 -12.4 -13.3 -20.9

DI値（全業種平均） -28.8 -32.2 -30.7 -27.6 -18.5 -16.9 -16.2 -17.2 -21.4 -20.0 -20.0 -25.5 -34.1
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＜令和 8 年 4 月期 業種別業況 DI 推移表＞
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金融・雇用相談実績月次報告（令和８年４月期） 
内容別内訳 

(※１件の相談で複数の対応をした場合はそれぞれにカウント) 
今月 前月 前月比 

【相談企業数】 111 87 24 

【金融相談件数】 135 105 30 

 新規融資（借換えを除く） 98 81 17 

 既存債務の借換え 28 18 10 

 借入れ条件変更 3 1 2 

 消費者金融・商工ロ－ン関連 0 0 0 

 貸し渋り・貸し剥がし 0 0 0 

 その他 6 5 1 

【雇用相談件数】 516 213 303 

 

 

 

 

R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10 R7.11 R7.12 R8.1 R8.2 R8.3 R8.4

相談企業 89 70 79 88 73 72 74 83 77 67 78 87 111
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【金融相談】 

金融相談件数は 135 件と前月（105 件）に比べ 30 件増加した。原材料価格上昇や取引先の経営

悪化への対応等、資金繰りに関する相談があった。また経済変動対策貸付の要件緩和案内

のほか、在庫確保や価格上昇を踏まえた仕入資金需要も確認されている。 

 

＜経営指導員コメント＞  

・中東情勢の影響で資金調達を必要とする事業者に対し、経済変動対策貸付の要件緩和が 5/1

から適用されることを案内した。（伊豆） 

・業績の回復や拡大見込みに伴う運転資金確保の相談のほか、取引先倒産による業績悪化に

対応する資金繰り相談があった。（富士駿東） 

・マル経融資にて運転資金と設備資金の複数件に対応した。主な資金使途は、主要仕入先変

更に伴う在庫確保や資金繰りの安定、原油価格高騰による資材価格上昇を見据えた一括仕

入資金であった。（中部） 

・飲食店の新規創業者に対し融資斡旋指導を行った。（中東遠） 

・建設業において先行きの見通しが立たないことへの懸念が広がっており、今後の資金繰り

対策として融資相談があった。（西遠） 

 

【雇用相談】 

 雇用相談件数は、516 件と前月（213 件）に比べ 303 件増加した。人手不足を背景とした人材確保

や離職に伴う相談のほか、労働保険や就業規則整備等、雇用管理に関する相談があった。 

 

＜経営指導員コメント＞  

・人手不足により、外国人の積極的な雇用を検討したいという相談があった。（伊豆） 

・例年４月は雇用保険の新規資格取得が多いが今年は一段と少ない印象を受けた。（富士駿東） 

・退職者が多く、失業給付に関する相談が多くみられた。（中部） 

・労働保険年度更新や最低賃金、年次有給休暇（就業規則の整備）、職人等の待遇改善、雇用

保険対象者適用拡大に関する相談があった。（中東遠） 

・希望する人材が集まらないため、求人票への掲載方法や就業規則の作成による社内体制の

整備等に関する相談があった。（西遠） 

 

【その他商工会管内に関するコメント】  

・4/1（水）～「みなみいず地域振興商品券」の利用が始まり、卒業や入学シーズンと重なっ

たこともあり、被服関連での利用が目立った。（南伊豆町） 

・4/22（水）～5/5（火）に「およげ！土肥のぼり！」を土肥集学校にて開催した。（伊豆市） 

・4/1（水）～「かんなみ暮らし応援券」の利用が開始された。（函南町） 

・4/1（水）～「清水町物価高騰事業者支援給付金」の受付を開始した。（清水町） 

・4/4（土）～5（日）に蒲原地区で「蒲原御殿山さくらまつり」が開催された。（静岡市清水） 

・4/18（土）～19（日）にマリンパーク御前崎にて、愛犬家と親子連れをターゲットにした

イベント「御前崎シーサイドピクニック 2026」を開催した。天候にも恵まれ、２日間で延べ

8,000 人が来場した。（御前崎市） 

・4/19（日）に「第７回あさば de マルシェ」を開催し、25 店舗の出店に加え、会場隣接の商

業施設での創業市やマルシェ応援 Live も同時に行われた。天候にも恵まれ、会場は賑わっ

た。（浅羽町） 

・4/25（土）～観光協会主催でＧＷ限定の「うなぎつかみ＆かば焼き体験」が開催された。

子供達がうなぎを捕まえ、かば焼き作りを体験し、美味しく食べていただくイベントであ

り、「さかなつかみ体験」「しらすの釜揚げ体験」も同時開催された。（新居町） 


